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１．はじめに

１-１ 計画策定の目的

北広島市では、生活環境の向上に寄与する公共交通網を構築するため、行政や市民、交通事業者等の関

係者による会議体（北広島市地域公共交通活性化協議会・専門部会）を立ち上げ、持続可能な公共交通体

系のあり方について、検討を進めています。

背景には、人口減少・高齢化、バス路線利用者の減少など、本市の地域公共交通を取り巻く社会情勢が

大きく変化しています。

これらの社会情勢の変化に対応した公共交通網を行政・市民・交通事業者等の関係者が主体的に推進す

るための地域公共交通のマスタープランとして、将来を見据えた北広島市民の生活環境の維持・向上を目

的として北広島市地域公共交通網形成計画を策定します。

１-２ 計画の位置づけ

本計画は、市の上位計画「北広島市総合計画（第5次）改訂版」、「北広島市都市計画マスタープラン

（改訂版）」と、関連計画の「北広島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「北広島団地活性化計画」、

「第10次北広島市交通安全計画」、「北広島市高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業計画」、「北広

島市障がい支援計画」、「北広島市観光基本計画」、「北広島市雪対策基本計画」、「道央都市圏の都市

交通マスタープラン」に加え、現在策定中である「北広島市立地適正化計画」などと整合・連携を図りつ

つ、本市の公共交通マスタープランとして策定することとします。

市の上位・関連計画との整合・連携を図った、公共交通の計画を検討し

ています。

計画の区域は、「北広島市全域及び広域路線が運行する沿線地域」、

計画の期間は、「平成30年度（2018年度）～平成34年度（2022年度）の

5年間」としています。
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２．北広島市の地域公共交通を取り巻く現状と課題

２-１ 地域特性

人口は、札幌市に隣接する恵まれた立地条件や宅地開発などとともに増加を続け、ピークの平成19年

（2007年）には61,199人となりましたが、以降は減少傾向となり現在に至っています。今後もこの傾

向は継続することが予想され、平成42年（2030年）には52,732人（国立社会保障・人口問題研究所の

推計値）まで減少する見通しです。

また、老年人口は今後もますます増加することが見込まれ、平成42年（2030年）に高齢化率は全人口

の約40％を占めることが推計されています。
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人口（人） 高齢化率H19年に人口ピーク（61,199人）

-総人口及び年齢3区分人口の推移と将来推計 -

資料：平成27年（2015年）までは国勢調査、住民基本台帳
平成32年（2020年）以降は国立社会保障・人口問題研究所

なお、北広島市人口ビジョンでは、希望、交流、成長、挑戦の4つの目

指すべき将来の方向性を掲げ、各種取り組みを実施することにより、平

成42年（2030年）の人口を約55,000人とすることを将来展望として示し

ています。
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２-２ 公共交通の概況

市内を運行するバス路線は、生活バス路線と高速バス路線の2つに分かれ、生活バス路線として、北海道

中央バス㈱、ジェイ・アール北海道バス㈱及び夕張鉄道㈱により、19路線784便/日が運行されています。

また、運行形態については、市内線は「北広島団地線」と「北広島・三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ線」の2路線134便/

日のみであり、多くは他自治体に運行がまたがる市外線となっています。

また、北海道旅客鉄道㈱により、JR千歳線が運行されており、市内には北広島駅のみが立地しています

が、大曲地区や西の里地区においては、札幌市に所在する上野幌駅も利用している状況です。

（１）市内を運行する公共交通

3
-市内の公共交通運行路線図 -

※図中の数字は次ページの路線名の
数字と対応しています。



-市民が主に利用するJR駅 -

資料：北海道旅客鉄道㈱、国土数値情報
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-市内を運行するバス路線（平成29年（2017年）7月現在） -

※所要時間及び運行距離は主系統の数値を表示
※乗車数は市内での乗車数を表示（バス利用実態調査に基づいて算出）

運行主体 路線名
運行
便数
(便/日)

所要
時間
(分/便)

運行
距離
(km/便)

乗車数
(人)

運行
形態

北海道
中央バス㈱
※⑫新千歳空
港連絡バス
のみ北都交
通㈱との共
同運行

①北広島団地線 128 12 4.8 1,562 市内線

②広島線 57 56 22.6 779 市外線

③千歳線 42 95 39.9 358 市外線

④柏葉台団地線 91 64 18.4 355 市外線

⑤上野幌循環通線 27 26 7.8 0 市外線

⑥大谷地・柏葉台線 60 31 10.2 121 市外線

⑦美しが丘線 102 24 9.4 126 市外線

⑧大曲光線 26 67 18.9 125 市外線

⑨真栄団地線 81 56 8.8 112 市外線

⑩北広島・三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ線 6 20 9.4 27 市内線

⑪三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ線 6 50 16.0 87 市外線

⑫高速むろらん号
高速とまこまい号
新千歳空港連絡バス

28
56
93

- - - 高 速

ジェイ・アール
北海道バス㈱

⑬北広島線 22 30 12.2 266 市外線

⑭長沼線 42 67 29.7 630 市外線

⑮南幌線 20 62 27.9 261 市外線

⑯共栄線 14 51 21.3 92 市外線

⑰虹ヶ丘線 4 16 4.8 49 市外線

⑱虹ヶ丘線（循環） 13 30 8.7 35 市外線

北海道
中央バス㈱
及び

ジェイ・アール
北海道バス㈱
の共同運行

⑲新さっぽろ大曲線 35 31 10.3 249 市外線

夕張鉄道㈱ ⑳札幌急行線 8 - - - 市外線

北海道バス㈱ ㉑函館特急ﾆｭｰｽﾀｰ号 2 - - - 高 速

合計 963 - - 5,234 -

運行主体 駅名
運行便数（便/日）

【 】内は快速エアポート
乗降者数
（人/日）

北海道旅客鉄道㈱
北広島駅 228【116】 15,120

上野幌駅 112【0】 5,506



地区名
市街化区域の人口

（人）
市街化区域における

公共交通勢力圏人口（人）
市街化区域における

公共交通勢力圏人口割合

北広島団地地区 14,466 13,242 91.5％

東部地区 12,641 12,065 95.4％

西の里地区 4,592 3,375 73.5％

大曲地区 14,711 9,825 66.8％

西部地区 2,592 1,994 76.9％

合 計 49,002 40,501 82.7％

本市の公共交通は、全人口のうち約8割（約45,000人）をカバーしており、特に市街地においては、東

部地区、北広島団地地区は9割以上がJR駅もしくはバス停から徒歩圏に居住しています。一方で、他地区

の公共交通勢力圏人口は、各地区に居住する全人口の8割以下となっています。

また、北広島団地地区においては、住区が第1住区から第4住区に分かれており、第1住区と第2住区は

北広島駅が比較的近い住区であることから、バス路線の利用率が低い傾向にあります。一方で、第3住区と

第4住区は北広島駅から遠く、バス路線の利用率も高い傾向となっています。

-市街化区域の公共交通勢力圏人口 -

資料：国勢調査

（２）公共交通の勢力圏の状況及び北広島団地地区の特徴

-市内の公共交通勢力圏の状況 -
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平成 27年（2015年） 

全人口： 

59,064人 

公共交通勢力圏人口： 

45,078人 

公共交通勢力圏人口割合： 

76.3％ 

※1 公共交通勢力圏 

バス停 ：300ｍを設定 

JR 駅 ：800ｍを設定 

出典：国土交通省都市局都市計画課 

「都市構造の評価に関するハンドブック」 



市内を運行するバス路線の利用者数は、年々減少傾向にあり、平成20年（2008年）から平成28年

（2016年）までで約１割の減少（市内線：約2割減、市外線：約1割減）となっています。一方で市内線

について、近年は下げ止まりの傾向にあります。

-市内を運行するバス路線の利用者数の推移 -

資料：北広島市

（３）バス路線の利用者数及びバス交通維持に係る市負担額、運転手数の推移
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住区名 特徴 

第１住区 北広島団地地区内で最も北広島

駅に近く、路線バスの利用率が最

も低い住区 

第２住区 第１住区に次いで、北広島駅に近

い住区ではあるが、比較的路線バ

スを利用している住区 

第３住区 北広島団地地区内で最も北広島

駅から離れた住区であり、路線バ

スの利用率が最も高い住区 

第４住区 第３住区同様、北広島駅から離れ

た住区であり、路線バスの利用率

も高い住区 

 資料：平成27年（2015年）国勢調査

-北広島団地地区の公共交通勢力圏の状況 -



市内を運行するバス事業者の運転手数（対象となるバス事業者の全営業所の合算値）は、2,100人程度で

推移しています。一方で、年代割合に着目すると、「50代」や「60代」の割合は増加傾向となっており、

運転手の高齢化が進行している状況がうかがえます。

-市内を運行するバス事業者の年代別運転手数の推移 -

資料：北海道中央バス㈱、ジェイ・アール北海道バス㈱
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また、市内バス路線網の維持に向け、本市が負担している費用は、年々増加傾向となっており、特に平

成27年度（2015年度）以降は、急激に増加し、平成29年度（2017年度）で約1,300万円（平成24年

度（2012年度）比5.3倍）の負担をしています。

-市内を運行するバス路線維持に係る市負担額の推移 -

資料：北広島市
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２-３ 各種調査結果の概要

市内において、利便性が高く効率的な公共交通網の構築に向け、市民の交通行動や公共交通に対する

ニーズを把握することを目的に、アンケート調査を実施しました。

１）調査対象

本市に居住する6,000世帯を無作為抽出

２）調査実施日

平成29年（2017年）8月2日（水）～平成29年（2017年）8月14日（月）

３）調査方法

無作為に抽出した対象世帯に対し郵送配布（2票/世帯）・郵送回収

配布数：6,000世帯

回収数：2,197世帯（36.6％） 3,399票

４）調査項目

A．利用者の属性 （性別、職業、年齢、居住地、免許・自動車の保有状況、外出頻度、

バスの利用環境、利用状況）

B．日頃の交通行動 （通勤・通学時、買い物時、通院時、私用外出時）

C．バス交通の課題 （帰宅時のバス路線の運行状況が与える外出への影響の有無、

バス利用で最も困っていること）

D．バス交通に対するニーズ（バス路線で行きたい地区・施設等、

公共交通の維持・確保で自分の考えに最も近いもの）

E．現在のバスサービスに対する満足度

（１）住民アンケート調査

《住民アンケート調査結果の整理》

■利用者ニーズに即したバスサービス水準の検討

⇒バスサービスについて「利用したい時間にバスがない」が最も困っている項目

として挙がっており、仮にこれらが改善された場合、バス路線の利用頻度は増

加することが予想されます。

■帰宅時間の運行時間延長・運行便数及び日中における運行便数の検討

⇒帰宅時のバスサービス水準が帰宅交通手段の選択に与える影響について、通

勤・通学からの帰宅時間帯は「19時以降」、買い物や通院などからの帰宅時間

帯は「10時台から12時台」に影響度合いが大きくなる傾向にあります。

■まちづくりと連携したバス路線運行内容の見直し検討

⇒バス路線があれば行きたい地区として、「北広島団地地区」及び「大曲地区」

へのニーズが比較的高く、その際の施設種別は、「商業施設」や「交流施設」

が多くなっています。

■市内地区間における移動ニーズに合わせた公共交通網の構築

⇒「西の里地区-大曲地区」間は、移動ニーズが高いにも関わらず、直接アクセス

できず、移動実態とニーズに大きなかい離が生じています。

■住民アンケート調査の満足度分析に基づくバスサービス向上の

優先改善項目の検討

⇒「バスの運行本数」をはじめ「バスの運行ルート」、「バスの運賃」、「バス

の終発時刻」、「バスとJRや地下鉄等との乗継」は、優先的に改善が必要な項

目として挙がっています。 8



市内を運行する全てのバス路線（高速バス、空港連絡バス、札幌急行線（夕張鉄道㈱）を除く）を対象と

して、バス乗降調査を実施し、得られたデータをもとにバス利用の実態を整理しました。

これにより、極端に利用の少ないバス停留所や利用者の少ない時間帯など、既存バス路線の現状及び課題

を把握することが可能となり、再編等を含めた今後の検討へ向けての基礎資料とします。

１）調査対象

・市内を運行するバス路線（高速バス、空港連絡バス、札幌急行線（夕張鉄道㈱）を除く）の始

発から終発までの全便

・調査対象となるバス路線の利用者

２）調査実施日

平成29年（2017年）7月11日（火）～平成29年（2017年）7月13日（木）

※一部便については、後日再調査を実施

３）調査方法

①バス利用者数カウント調査

調査員が対象便に乗車のうえ、バス停別に利用者数を目視によりカウント

②バス利用実態調査

調査員が対象便に乗車のうえ、バス利用者に対し、ビンゴカード形式のアンケート票を配付、降

車時に回収することにより実施

４）バス利用実態調査項目

A．利用者の属性（性別、職業、年齢）

B．利用状況 （利用路線、利用時間帯、乗車・降車したバス停、利用目的、

バスに乗る前後の交通手段、乗車したバス路線の利用頻度、運賃の支払い方法）

（２）バス利用実態調査

7月11日（火） 7月12日（水） 7月13日（木）

●千歳線 ●柏葉台団地線
●美しが丘線（工業団地発着）
●大曲光線

●美しが丘線
（三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ発着）
●真栄団地線
●三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ線
●北広島線 ●長沼線
●南幌線 ●共栄線
●虹ヶ丘線
●虹ヶ丘（循環）線
●新さっぽろ大曲線

●北広島団地線
●広島線
●上野幌循環通線
●大谷地・柏葉台線
●北広島・三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ線

《バス利用実態調査結果の整理》

■バス路線とJRにおける乗継改善の検討

⇒バス路線とJR（普通・快速含む全便）の乗継状況を整理した結果、「北広島団地

地区（山手町方面）」では、バス路線・JR双方の乗継時において、待ち時間が長

くなる傾向が見られます。

■バス路線及び運行時間重複の改善検討

⇒市内を運行するバス路線では、競合区間や時間帯の重複が発生しています。
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市内を運行するバス路線の再編に向け、市民が利用することが想定される「北広島駅」及び「上野幌

駅」の駅利用者に対して、利用属性及び駅までのアクセス交通、駅アクセスに関する満足度など、再編内

容の検討に資する基礎データの収集を目的としました。

１）調査対象

北広島駅及び上野幌駅の駅利用者

２）調査実施日

平成29年（2017年）7月12日（水）

①駅利用者数カウント調査 7：00～10：00

②JR駅利用実態調査 7：00～19：00

３）調査方法

①駅利用者数カウント調査

各駅の利用者数及びアクセス交通手段を調査員の目視により判断

②JR駅利用実態調査

駅利用者に対し、アンケート票を配付し、後日郵送にて回収

４）JR駅利用実態調査項目

A．利用者の属性 （居住地、性別、職業、年齢）

B．アンケート配布時の利用状況（乗車前後の移動手段（バス路線利用時はバス停名を記載）、

利用時刻、到着駅・出発駅、移動目的、移動目的地と名称）

C．駅までのバス路線を利用した移動に関する満足度

D.．移動に関する不満が解消された場合のバス路線利用回数の変化

（３）JR駅利用実態調査

駅名 配布数 回収数（回収率）

北広島駅 2,047票 704票（34.4％）

上野幌駅 655票 238票（36.3％）

《JR利用実態調査結果の整理》

■JR駅利用実態調査の満足度分析に基づくJRアクセス交通の

優先改善項目の検討

⇒北広島駅及び上野幌駅ともに優先的に改善が必要な項目は、「JRとバスの乗継時

間」や「バスの運行本数」、「バスの終発時刻」であり、上野幌駅については

「バスの運行ルート」も優先的に改善が必要な項目として挙がっています。
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２-４ 地域公共交通の現状及び問題点・課題

各種調査結果から本市を取り巻く環境としては、「市街地の分散」、「少子高齢化」、「交通事業者に

おける経営状況の逼迫や人材不足」、「自動車依存型社会の定着」、「地区間を結ぶネットワークの不完

全性」、「市街化区域内における交通空白地域の存在」、「市民ニーズとバスサービス水準のかい離」、

「バス路線とJR・地下鉄との乗継改善の必要性」、「公共交通運行情報の認知不足」が挙げられ、これら

の現状と地域特性を踏まえて「北広島団地地区」、「その他の地区」、「利用促進」の３つの視点から整

理した現状及び問題点・課題を以下に示します。

（１）北広島団地地区の現状及び問題点・課題

北広島団地地区は、市内でも運行バス便数が比較的多い地区であり、さらに居住地の多くがバス停から

徒歩圏内にあることから、バス路線を利用しやすい環境にあります。一方で高齢化については、市内でも

進行が著しい地域であり、人口構成の変化に伴う公共交通の利用状況も大きく変化している地区でもあり

ます。さらに、住区が第１住区から第４住区と分かれており、住区ごとに駅や駅周辺の生活関連施設との

距離等から生活環境そのものが異なり、その結果、公共交通に対する意識や利用状況にも大きな違いがあ

る地区でもあります。

特に、商業・医療・交流施設などの生活関連施設が集積している駅から離れた第3住区、第4住区におい

ては、公共交通による生活移動の支援を継続的に行う必要があるとともに、バスサービス水準の見直しに

よるバス路線の利便性向上に向けた検討も必要な状況にあります。

したがって、高齢化や住区ごとの特性の違い、生活関連施設の立地状況等の地域特性に配慮した公共交

通網としての面的なサービスの不足、運行便数・運行時間帯などの市民ニーズと現行のバスサービス水準

にかい離が発生している状況となっていることから、移動実態に合わせたバスサービス水準の検討やきめ

細かな公共交通ネットワーク構築が必要となっています。

【課題１】北広島団地地区における公共交通サービスの充実
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（２）その他の地区の現状及び問題点・課題

本市の市街地は北広島団地地区のほか、東部地区・西の里地区・大曲地区・西部地区の4地区があり、そ

れぞれの地区でバス路線は運行していますが、バスサービス水準が各地区で大きく異なっている状況にあ

ります。また、公共交通を活用した地区間移動の視点では、西の里地区から大曲地区や大曲地区から上野

幌駅（西の里地区が隣接）への移動ニーズが明らかになっていますが、バス路線を利用して西の里地区と

大曲地区を移動するには、北広島駅や地下鉄大谷地駅等を経由する必要があり、地区間移動における交通

手段の確保を検討する必要があります。さらに、JR駅（北広島駅・上野幌駅）との接続を意識した運行頻

度・運行時間帯等のバスサービス水準が低く、さらに市内の一部路線においては、重複路線・重複時間帯

が発生しています。

したがって、市内を運行するバス路線における重複時間帯の改善や、利用ニーズに即した運行便数・運

行時間帯の設定など、市民の生活を支える公共交通網の再構築が必要となっています。

また、市内の交通結節点である北広島駅に着目するとバス停車帯の前後に、時間帯によっては自家用車

が駐停車し、バスの停車帯への進入出の妨げになる事態が発生しており、特に降雪時にその影響が見られ

ることから、駅前広場の機能配置の再構築や維持管理の強化が必要となっています。

さらに、郊外部や市街化区域内において、交通空白・不便地域※が存在しており、これらに適切な交通

サービスなど、市内移動における利便性の向上に向けた検討が必要となっています。

【課題２】地区間交通を支える質の高い公共交通網の形成

（３）利用促進に係る現状及び問題点・課題

本市では平成22年度に地域公共交通総合連携計画を策定しており、同計画に基づき小中学生への公共交

通の利用促進に係る授業の開催や情報発信を行うとともに、平成28年度（2016年度）より北広島市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に基づき、運賃助成などを実施しています。

しかしながら、人口減少等もありバス路線利用者は経年的に減少しており、これまで以上に積極的な利

用促進策や公共交通の賢い使い方（モビリティ・マネジメント）に関する情報発信について、検討するこ

とが必要となっています。

【課題３】市内の公共交通の利用者数を確保するための利用促進策の検討

12
※交通空白地域・不便地域とは・・・

JR駅もしくはバス停から一定の距離を超えた地域、あるいは、JR駅もしくはバス停から近くとも運行頻度等のバス
サービス水準が低いなど住民が日常の利用に不便を感じている地域



３．北広島市地域公共交通網形成計画の基本理念と基本方針

３-１ 基本理念・基本方針の設定

前述の現状及び問題点・課題を勘案し、「北広島市における社会情勢の変化への対応」、「北広島団地

地区における交通結節点や交流・商業施設をつなぐ利便性の高い運行形態の構築」、「市内における生活

環境の充実に資する地区間移動の支援」、「郊外部や市街化区域に存在する交通空白・不便地域の存在」

を考慮した基本理念とそれに関連する具体的な基本方針を設定します。

また、次ページ目以降における基本方針に係る施策の実施に当たっては、施策を実行するうえで、それ

ぞれが持続可能なものとなるよう、限られた予算で最大限の移動支援施策や利用促進策を講じることとし

ます。
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３-２ 基本方針に係る施策

基本方針に基づく施策メニュー及び施策の推進に関するスケジュールを以下に整理します。
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H30

(2018)

H31

(2019)

H32

(2020)

H33

(2021)

H34

(2022)

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討・実施

有効と判断される場合に実施

基本方針１　北広島団地地区内における生活交通を支援する新たな運行形態の構築

基本方針２　市民ニーズに即した市内の地区間を結ぶ公共交通網の充実

基本方針３　交通空白・不便地域における新たな交通体系の導入

（11）
工業団地等への市内の通勤を支える公共交通網の調査・検

討

（12）

市街化調整区域における既存の交通手段（タクシー事業

等）を活用した運転免許非保有者等の高齢者に対するタク

シー回数券の配付など交通サービスの充実

（８）
北広島駅に接続する重複バス路線の再編、パターンダイヤ

化などによる持続可能な公共交通サービスの検討・実施

（９）
JRの運行時刻とバス路線との乗継時間を考慮した接続性の

高いダイヤを検討・実施

（10）

西の里地区をはじめとする市街化区域内の交通空白・不便

地域における既存路線の活用や新たな交通サービスを検討

し、有効と判断された場合に実施

大曲地区・西部地区から上野幌駅への通勤を支援するピー

ク時のバス路線を検証し、有効と判断される場合に実施

（６）

市内を循環できるバス路線同士の利便性向上策の検討（西

の里地区と大曲地区を接続する公共交通の実現や既存路線

を活用した市域を循環する移動支援）

（７）

大曲地区－西部地区間、北広島駅から大曲地区・西部地区

までの夜間時間帯のバス路線を検証し、有効と判断される

場合に既存バス路線の見直しを含めた効率的支援策の実施

公共交通のニーズが高い第3住区、第4住区における利便性

の高い運行間隔・JRとの接続に配慮した運行ダイヤの見直

し

（１）

長期

中期短期

種別施策名

（２）
高齢社会に対応した公共交通として利用しやすい運行ルー

トの実現

（３）
移動目的（買い物・通院・交流施設等）に応じたアクセス

交通の改善による「おでかけ支援」

（４）
西の里地区から大曲地区への日中時間帯の買い物を支援す

るバス路線について検証し、有効と判断される場合に実施

（５）
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H30

(2018)

H31

(2019)

H32

(2020)

H33

(2021)

H34

(2022)

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討

実施

検討・実施

有効と判断される場合に実施

（23）
バスロケーションシステムやデジタルサイネージの導入な

ど、バス路線利用者の快適性・利便性向上策の検討

基本方針４　公共交通を利用しやすい環境づくり

（20） 運転免許返納者へのバス運賃助成の継続実施

（21）

駅前広場内のバス停車位置・除排雪の配慮、道路空間の整

備や路上駐車の啓発など、バス運行の定時性や乗降環境の

改善に向けた移動円滑化方策の継続的な検討

（22）

バス停留所の上屋・ベンチ等の設置や既存施設の空きス

ペースの利活用による待合拠点の形成や快適性向上策の検

討

（17）

広報や町内会回覧などを活用したニューズレターの発行や

既存の資源の活用も含めた公共交通マップの作成など、公

共交通に係る情報発信の検討・実施

（18） 公共交通に係る出前講座の開催など情報共有機会の創出

（19） 転入者・新規定住者の移動を支える支援制度の検討・導入

（14）
小中学生によるバス車両のラッピングや車内での絵の掲示

など、子どもが愛着を持てる公共交通の実現

（15） イベント等と連携したノーマイカーデーの推進

（16）
乗継割引や買い物割引など地域と協働による利用しやすい

割引制度の検討・導入

（13）

小中学生を対象としたモビリティ・マネジメントの継続的

な実施及び子どもが利用しやすい環境づくりに資する新た

な施策の検討

（24）

事業者による需要に応じたバスダイヤの変更、低床バス車

両導入の推進やICカードの普及啓発など、利便性向上策の

継続的な検討

長期

中期短期

種別施策名



３-３ 北広島市が目指す地域公共交通の将来像

-地域公共交通の将来像 -

北広島市が目指す地域公共交通の将来像として、『5つの地区の生活交

通』と『2つのJR駅の交通結節点』について充実を図り、それらの実現に

より市民が安心して暮らせる生活環境を支える持続可能な公共交通網の

構築を目指します。
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北広島市
地域公共交通
活性化協議会
（専門部会）

交通事業者
☑経営・営業・運行

行政
☑維持・確保

市民
☑公共交通の積極的な利用

◆目標及び事業の設定
実施主体：協議会

◆評価を踏まえた
基本方針の設定

実施主体：協議会

Action

◆事業実施
実施主体：交通事業者、
市民、行政

◆事業実施結果の評価
実施主体：協議会

Plan

Check

Do

４．計画の推進

４-１ 計画の進行管理と推進体制

本計画の目標を実現するに当たっては、行政や交通事業者のみならず、商店街・民間企業・各種団体な

どを含めた市民の理解・参加・協力が不可欠であり、地域の一人ひとりが主体的に考えて取り組むことが

重要です。

そのため、本計画の公共交通に係る各施策については、行政・市民・交通事業者等で構成される「北広

島市地域公共交通活性化協議会（専門部会を含む）」を通じて、施策の進捗状況、効果や妥当性の確認を

行いつつ、PDCAサイクル※のもとで実行します。

具体的には、1年毎に実施状況の確認・評価を行い、必要に応じて事業や取り組みの内容を見直します。

また、本計画で掲げた評価指標である目標値の評価を5年後に実施し、計画全体の妥当性の確認と見直しの

必要性について検証します。

また、関係者の役割を以下の通り明確にし、それぞれが主体的に実施することで、本市における持続可

能な公共交通網の再構築を行うこととします。

-計画の進行管理と推進体制 -
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※PDCAサイクルとは・・・

事業の実施に際し、「計画をたて（Plan）、実行し（Do）、その評価（Check）に基づいて改善（Action）を行う、
という工程を継続的に繰り返す」仕組み



４-２ 計画の目標

本計画の基本方針に基づき、以下の指標及び目標値を設定します。

※1 平成29年度バス利用者数カウント調査結果及び平成29年度住民アンケート調査結果より推計
※2 平成29年度住民アンケート調査結果（満足とやや満足の合算値）
※3 平成29年度住民アンケート調査結果を活用し推計
※4 現在のJR及びバス路線の運行時刻表から、5～15分以内に乗継可能な便数割合を算出
※5 平成29年度バス利用者数カウント調査結果（市内における乗車数）
※6 平成26年度に実施した市民意識調査結果（満足とやや満足、普通の合算値）
※7 北広島市まち・ひと・しごと創生総合戦略における重要業績評価指標（KPI）
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該当する 

基本方針 

指標 現行値  目標値 基
本
方
針
１ 

基
本
方
針
２ 

基
本
方
針
３ 

基
本
方
針
４ 

●    指標① 北広島団地線の利用者数 
564,000 人/年 
（平成 28 年度） 
（2016 年度） 

 

維持 
564,000 人/年※1 

●    
指標② 北広島団地地区における

バス総合満足度 

17.9％※2 
（平成 29 年度） 
（2017 年度） 

 

向上 
30.0％※3 

● ●   
指標③ バスと JR や地下鉄等との

乗継に関する満足度 

16.6％※2 
（平成 29 年度） 
（2017 年度） 

 

向上 
25.0％※3 

● ●   
指標④ バスの終発時刻に関する

満足度 

12.7％※2 
（平成 29 年度） 
（2017 年度） 

 

向上 
20.0％※3 

● ●   
指標⑤ 北広島駅の JR-バス間のア

クセス状況※4 

84.0％※4 

（平成 29 年度） 

（2017 年度） 

 

向上 
95.0％ 

● ● ● ● 
指標⑥ 市内におけるバス路線の

利用者数 

5,234 人/日※5 

（平成 29 年度） 

（2017 年度） 

 

維持 
5,234 人/日※3 

● ● ● ● 
指標⑦ 利便性の高い公共交通の

充実の満足度 

50.0％※6 

（平成 26 年度） 

（2014 年度） 

 

向上 
75.0％※7 

 



４-３ 目標値の評価スケジュール

PDCAサイクルを着実に実施するため、目標値の評価は以下のスケジュールで行うこととします。

〇：交通事業者からの貸与データ、□：住民アンケート調査の実施、△：バス利用実態調査の実施、
▽：市民満足度調査の実施
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《指標の評価スケジュール》 

 指標名（調査内容） H30 

(2018) 

H31 

(2019) 

H32 

(2020) 

H33 

(2021) 

H34 

(2022) 

 指標① 北広島団地線の利用者数 

（〇） 
● ● ● ● ● 

 指標② 北広島団地地区におけるバス総

合満足度        （□） 
  ●  ● 

 指標③ バスと JR や地下鉄等との乗継に

関する満足度      （□） 
  ●  ● 

 指標④ バスの終発時刻に関する満足度 

（□） 
  ●  ● 

 指標⑤ 北広島駅の JR-バス間のアクセ

ス状況         （〇） 
● ● ● ● ● 

 指標⑥ 市内におけるバス路線の利用者

数           （△） 

  
● 

 
● 

 指標⑦ 利便性の高い公共交通の充実の

満足度         （▽） 
● ● ● ● ● 
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